
　
日
本
は
、世
界
一
の
長
寿
国
。認
知
症
と

と
も
に
生
き
る
高
齢
者
人
口
は
、今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
な
く
て
も
、歳
を

重
ね
て
い
く
中
で
、認
知
機
能
は
低
下
し
ま

す
。長
年
、認
知
症
の
人
の
介
護
に
携
わ
っ

て
思
う
こ
と
は
、「
も
の
を
覚
え
ら
れ
な
く

な
る
、で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」

と
い
う
こ
と
よ
り
、そ
れ
に
よ
って「
恥
を
か

か
せ
ら
れ
る
、馬
鹿
に
さ
れ
る
」と
い
っ
た

気
持
ち
が
、認
知
症
の
進
行
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め 

の
認
知
症
基
本
法（
以
下「
基
本
法
」）が

令
和
６
年
１
月
１
日
に
施
行
。初
め
て
、認

知
症
の
こ
と
が
法
律
化
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
基
本
法
は
、認
知
症
の
有
無
に
よ
っ
て
線

引
き
せ
ず
、同
じ
国
民
と
し
て
ど
の
よ
う

な
社
会
を
つ
く
る
か
、と
い
う
視
点
に
立
っ

て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、認
知
症
の
人
は「
何
も
で
き

な
い
人
、分
か
ら
な
く
な
る
人
」と
い
う
偏

見
の
中
で
孤
立
し
て
き
ま
し
た
が
、基
本
法

第
３
条
に「
全
て
の
認
知
症
の
人
が
、基
本

的
人
権
を
享
有※

す
る
個
人
と
し
て
、自
ら

の
意
志
に
よ
っ
て
日
常
生
活
お
よ
び
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
」と
、本
人
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
法
施
行
に
よ
り
、行
政
や
医
療
、介

護
、福
祉
、暮
ら
し
に
関
わ
る
公
共
交
通
機

関
や
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
、認
知
症
当
事
者
や

家
族
に
関
わ
る
、あ
ら
ゆ
る
物
事
が
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
享
有…

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
って
い
る
こ
と 

県オレンジチューター
県認知症介護指導者
白仁田 敏史 氏

共生社会を実現するために
一人一人に求められること

①医学的な基礎知識や症状の特徴や予防
②認知症の人と接するときの心構え
③地域での見守り
④認知症を介護している人の気持ち
などを理解することが必須に

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
53・８
１
４
１
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社
会・地
域
が
形
成
す
る
も
の

　
地
域
に
必
要
な
も
の
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」で
す
。難
し
い
言
葉

で
す
が
、要
は
、認
知
症
の
ケ
ア
に
必
要
な

医
療・介
護・福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

連
携
が
、円
滑
に
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
す
。誰
に
相
談
し
て
も
、症
状
に
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、こ
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能

し
、認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　「
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
、診
断
や
治

療
だ
け
で
な
く
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
」「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
ら
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
や
配
食
の
手
配
も
手
伝
って
も
ら
い
ひ

と
安
心
」…

こ
の
よ
う
な
環
境
を
整
え
、高

齢
化
、認
知
症
者
が
増
加
す
る
中
で
、一
人

で
も
多
く「
安
心
し
た
」「
助
か
っ
た
」と
言

え
る
地
域
住
民
を
増
や
す
こ
と
。こ
れ
こ
そ

が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」と

言
え
る
の
で
す
。

日本認知症予防学会専門医
認知症サポート医
伊崎脳神経外科・内科
伊崎 明 院長

共に生きる
～私たちみんなの未来のために～

こんなときは相談を

■ かかりつけ医
■ 認知症サポート医
■ 認知症専門医療機関

■ 地域包括支援センター
☎53・8141

■ 認知症ほっとライン事業所
 地域の相談窓口です。

最近の出来事をすぐに忘れてしま
うことが増えた。

つい最近の電話や連絡の内容を
忘れている。

普段行っていた家事や趣味をしな
くなった。

リモコンや家電の操作ができなく
なった（しなくなった）。

会話の途中で言葉が出てこなくな
ることがある。

名前や顔を覚えられなくなった。

重要な日付やイベントを忘れている。

5項目以上該当したら
一度医療機関を受診してみましょう

▼ 若年性認知症のつどい 談来（ダンケ）※要予約
対象　65歳未満で認知症を発症した人
　　　※現在の年齢は問いません。
日時　毎月第4木曜日、13時30分～15時
▼ 認知症の人と家族の会 大村わらべ会
日時　毎月第3水曜日、13時30分～15時30分
　　　※祝日除く
※いずれも場所はプラットおおむらです。
●地域包括支援センター☎53・8141

認知症に関する正しい知識・理解を持ち、当事者
やその家族に対して、できる範囲の手助けをす
る人のことです。市では、市民の皆さんや企業・
団体などを対象に、養成講座を開催しています。
●地域包括支援センター☎53・8141

日常生活で工夫できること

周りに
気になる人が
いたら

自分で
チェック

同じ話を何度も繰り返していると
指摘されるようになった。

日常の簡単な作業に時間がかか
るようになった。

言葉が出てこない、名前を思い出
せない、ということが増えた。

いつも通るような道で迷ってしま
うことがある。

金銭管理が面倒で、人に頼るよう
になった。

気分の落ち込みや不安に駆られる
ことが増えた。

社会的な活動に参加する意欲が
減った。

態度や行動が以前と違っている。

4項目以上該当したら
医療機関の受診を勧めてみましょう

◀認知症サポート医
　（県ホームページ）

認知機能の検査をしたい・もの忘れの原因を確認したい

もの忘れなどの不安を相談したい
もの忘れがある家族や知人などについて相談したい

◀認知症ほっとラ
　イン事業所
　（市ホームぺージ）

◀認知症あんしん
　相談ガイドブック
　（市ホームぺージ）

認知症あんしん相談ガイドブックを活用しましょう

▶ 理解する・受け止める
▶ 一人でがんばらない
・地域とつながる
・介護サービスを活用
・家族の会などを活用
▶ 自分をいたわる

医療・介護・生活支援などの
情報をまとめています。

お世話を
している人へ

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
こ
こ
で
、一
般
市
民
と
し
て
参
加
す
る
、

活
動
す
る
具
体
的
な
方
法
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
を
理
解
す
る

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー※

養
成
講
座
」な

ど
、地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
普
及
活
動
に

参
加
し
、認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

趣
味
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

　
認
知
症
を
予
防
す
る
に
は
、日
々
の
生

活
習
慣
や
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、参
加
者
の
中
に
認
知

症
の
人
が
い
る
と
き
は
、寄
り
添
い
、ふ
れ

合
う
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
の
家
族
の
声
に
耳
を
傾
け
る

　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の
負
担

は
、想
像
以
上
に
大
き
い
も
の
で
す
。ご
家

族
に
寄
り
添
う
、地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。話
に
耳
を
傾
け
る
だ

け
で
、話
す
人
は
救
わ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
持
ち
生
活
で
き

る
共
生
社
会
を
目
指
し
、「
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
」考
え
、行
動
す
る

意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。共
に
生
き
る
社
会

の
実
現
は
、ま
さ
に
、私
た
ち
全
員
の
未
来

の
た
め
な
の
で
す
。

認知症サポーター養成講座
　  9月18日㈬、13時30分～15時30分
　  ミライon
 ●ミライon図書館☎48・7700

▲詳しくはこちら

※ 認知症サポーターとは

大切な約束や連絡先は
決まった方法でメモを
する

メモ
一日の予定をホワイト
ボードなどに書いて壁
に掛ける

ボード
引き出しなど、物の保
管場所に貼り紙などの
ラベルを貼る

ラベル
トイレのスイッチなど、
よく使うスイッチには目
印をつける

スイッチ

飲み忘れなどを防ぐた
め、お薬カレンダーに
薬をセットしておく

薬
今日は何月何日か、毎
日カレンダーを確認す
る習慣をつける

カレンダー
日々のできごとを一行
ずつ日記に書く（記憶
の訓練）

一行日記
アルバムを見返し、こ
れまでのことや周りの
人の顔を再確認をする

アルバム

つどいに参加しませんか
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